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1不 確定性音素材の概念と研究範囲
20世 紀後半(第2次 世界大戦以後,約1945年 以後)に 作曲された音楽作品には,ヨ ーロッパ
伝統音楽との断絶が明 らかに認められる。その断絶を決定的にしている要因は,1に ヨーロッ
パ伝統音楽を支えてきた精神的風土 との離反であり,2に 従来の伝統的な音楽構成原理からの
飛躍的な拡大と進展にある。1の 精神的風土 との離反は未来主義,印 象主義,ダ ダイズム,な
いしシュール リア リズムなどにうかがわれる19世紀的人間主義や19世紀的決定論に対する離反
である。2は 伝統的な音楽構成原理を形成 してきた構成要素,つ まり12音組織(調 性と無調な
ど),拍 子単位や拍節的分割,そ してヨmッ パ伝統楽器と,そ の伝統的奏法による音色や音
域か らの逸脱 ・拡大である。本研究に用いられる不確定性音素材の概念は,20世 紀後半以来,









められる。さらに不確定性音素材が実際に現代の音楽作品において,ど のような構 造 的 要 素
(音素材)と して使われているか,そ の作曲手法を現代の音楽作品を参照 して音素材の組成状
態と,そ の形態学的考察を加える。
本研究が不確定性音素材に限定 していることから,例 示した現代の音楽作品は,形 態学的考
察に必要な最小限の音楽部分にとどめた。従 って,考 察方法は,そ こに使われている不確定性
音素材分析 と,そ の要素が組成する音響に集中し,そ こに表出される音の形態ないし状況とし
ての可塑性を考慮 して最小限の音の持続に限定 している。
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1)偶 然 性 音 楽 との関 連
伝 統 的 な ヨー ロ ッパ 音 楽 の 構 成 原 理 の 発 展 路 線 の延 長 で あ っ た12音 技 法 は,0.Messiaen
(・1:)に よ って1949年 に作 曲 され た 《ModedeValeursetd'intensit驕t にお いて,音 素 材
と して様 々 なパ ラメ ー タ ー に拡 大 しserielleMusikの 出 現 を 促 進 した 。 そ の 後,音 高 以 外 の
音 のパ ラメ ー ター,つ ま り音 の 歴 時,強 弱,音 色 な どが セ リエー ル 手 法 に よ って処 理 され る よ
うに な った。 こ う したserielleMusikの 厳 格 さ,精 緻 な構 築 性 に反 抗 す るか の よ う に,J.
Cage(1912-)は,1951年 に 《lmaginaryLandscapeNo.4》 を 作 曲 した。J.Cageは,こ
の作 品 で12台 の ラジ オ受 信 を く易 〉 に よ って調 節 し,そ の 場 に流 れ て くる様 々 な音 響,音 声,
音 楽 の断 片,あ るい は沈 黙 な どの 総 合 が 音 楽 で あ る と した 。 ひ きつ づ き1954年 に は 西 ドイ ツ,
ドナ ウエ ッシ ンゲ ンの現 代 音 楽 祭 に,彼 は 《34分46.776秒 》 を 発 表 した。 この 作 品 は,2台 の
preparedpianoの ほ か に玩 具 の 笛,あ ち こ ち た た いて 騒 音 を発 す る曲 で あ った。 この よ う な
J.Cageのrandomcomposition-musicofchanceoperationは ヨー ロ ッパ 作 曲界 に 衝 激 的
な影 響 を与 え た と考 え られ る。J.Cageの 根 本 思 想 と は相 異 点 が あ る に して も,そ のrandom
compositionと い う新 しい手 法 は,K.Stockhausenの 《Klavier-st�kXI》(1956)で の 偶 然
的 選 択 に よ る 曲形 成 や同 じ く,彼 の 《Zeitmasse》(1956)で の 諸 声 部 間 の 自由 な テ ンポ選 択 に
よ る偶 然 的 な対 位 法 的 組 み 合 わ せ に 彼 の 偶 然 性 へ の 関心 が うか が え る。K.Stockhausenの 多
義 形 式 に も管 理 され た偶 然 性 で は あ るが,randomcomposition-musicofchanceoperation
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を 音 楽 構 造 に生 か して い る こ とが認 め られ る。 不 確 定 性 畜 素 材 の開 発 に 多大 な貢 献 を したJ・
Cageは,ま ず,従 来 の音 素 材 を 自然 界 の あ らゆ る音 に拡 大 した こ と と,音 と音 との ラ ン ダ ム
な 出 会 い に一 種 の 即 興 性 を 付 与 した こ とで あ る。 さ らに,こ れ らの 不 確定 性 を 表 示 す るた め に
図 形 楽 譜 を創 案 して,不 確 定 性 音 素 材 の 活 用 に道 を 開 い た こ とが 指摘 で き る。
2)具 体 音 楽musiqueconcr鑼eと の関 連
噪 音 を音 楽 作 品 に用 い た前 例 は,J.Cage以 前 に も見 い 出せ る。 その 前 例 は20世 紀 初 頭 ・ イ
タ リア を 中心 に して 起 こ っ た未 来 主 義 芸 術 の 革 新 運 動 で あ る。 そ の 主 唱 者 の 詩 人Tommaso
Marinetti(1878-1944)は,1909年,パ リの フ ィガ ロ紙 に 〈未 来 派 宣 言 〉 を 発 表 した。 そ の 同
調 者 で あ る 作 曲家,兼 画 家LuigiRussolo(1885-1947)は,交 通 機 関や 機 械 の 騒 音 を用 いて
く騒 音 芸 術>L'artedeirumoriを 目指 した こ とで あ る。Russoloは 騒 音 楽 器intonarumori
を製 作 し,作 品 に は 《Ilrisvegliodiunacitt焉t,《Convegnodell'automobiliedel1'aero-
plani》(1914)な ど が あ る。Russoloの 騒 音 主 義Bruitismの 音 楽 が,や が て 後 の 作 曲 家E・
Var鑚e(1885-1965)や 具 体 音 楽misiq�concr鑼e成 立 に影 響 を与 え た こ とが十 分 推 測 さ れ
る。
E.Varさseが 不 確 定 性 音 素 材 の 開 発 と い う革 新 性 を 示 した の は,13人 の奏 者 に よ る2組 の打
楽 器 群 に よ る 《Ionization》(1931)で あ る。 この 作 品 は 打 楽 器 だ け の編 成 で,い わ ば騒 音 的 な
音 響 色 彩 と,そ の リズ ム構 成 に よ って成 り立 って い る。 この騒 音 的音 響 色 彩 と動 的 な リ ズ ム
は,Russoloの 騒 音 主 義 を 連 想 させ る と と も に,そ の 音 響 的構 成 法 は具 体 音 楽 の誕 生 を予 見 し
て い た と も考 え られ る。
具 体 音 楽 の実 験 は1948年 以 来,フ ラ ンス 国 立 放 送 局 の 実 験 所 内に 創 設 さ れ たGroupede
recherchesdemusiqueconcr鑼eの 一 人,PierreSchaeffer(1910～)の 試 作 で 開始 され た。
作 品 と して は 《Etudeauxcheminsdefer》 ほか6編(1948),作 曲家PierreHenryと の共
作 に よ る 《Symphoniepourunhommeseul》 な ど6編(1950)が あ る。 そ こに 用 い られ た 音
素 材 は外 界 に鳴 りひ び い た音 鉄 道 の 音,人 声,楽 器 の 音,自 然界 の音,動 物 の 声 な ど
が 素 材 と して録 音 され,機 械 的,電 気 的 に操 作 して 変 質,重 合 して 音 楽 作 品 を仕 上 げ る もの で
あ った。 具 体 音 楽 は,や がて 電 子 音 や人 工 音 も音 素 材 と して 使 わ れ るよ うに な り,具 体 音 楽 は
電 子 音 楽 と と もに磁 気 テ ー プ音 楽 と して 包 括 され 発 展 解 消 され るが,あ らゆ る音 素材 と,そ の
変 質,重 合 に よ る音 素 材 の 拡 大 化 に大 き な足 跡 を 残 した 。
3)電 子 音 楽 との関 連
電 子 音 楽 の実 験 は1950年 西 ドイ ツ,ケ ル ン放 送 局 の ス タ ジ オで 開 始 され た。 創 始 者H.
Eimertと 作 曲家R.Beyerと の 共 作 に よ る 《KlangstudieI,II》(1953),K.Stockhausen
の 《StudieI,II》(1953-54)が 世 に出 た。 電 子 音 楽 の 音 素材 は 言 う まで もな く・ 発 振 器 に
よ る種 々の 電 子 音 正 弦 波,矩 形 波,三 角 波,鋸 歯 状 波,白 色 雑 音 等 で あ るが,特 に 電
子 回 路 の 変 換 装 置 に よ って 限 りな い豊 富 な音 素 材 が 獲 得 され た こ とが 注 目 され る。 また先 に述
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べ た よ うに具 体 音 との 結合 は一 層 豊 富 な音 素 材 の 拡 大 化 に寄 与 した。 具 体 音 との 結合 の 先 鞭 を
切 った の はK.Stockhausenの 《GesangderJ�glinge》(1956)で あ ろ う。 この 作 品 に お い
て,Stockhausenは 電 子音 と少 年 の歌 声 を コン ク レー ト的 に処 理 し再編 成 して い る。
電 子 回 路 の 変 換 装 置 に よ って作 り出 され る音 素 材 は音 素材 の 無 限 の 可能 性 を含 ん で い る。 そ
の 可 能 性 は,電 子 回 路 の変 換 装 置 に よ る操 作 を電 子 的 方 法 と機 械 的方 法 とに分 け て考 え る こ と
が で き る。1
機 械 的 方 法 と して は,た とえ ば(1)可変 速 テ ー プ レコー ダ ー に よ る テ ー プ ・ス ピー ドの 変 化,
(2)Capstanの 変 化 に よ る速 度 変 化,(3)手 動 で リール を廻 わ す,(4)特 別 な残 響(た とえ ば 鉄板
な ど を媒 体 に して 得 られ る残 響),(5)エ コー操 作,(6)テ ー プの 逆 回転,(7)ヴ ィブ ラー ト,ワ ウ
の 付 加(た とえ ばCapstanの 片 側 に テー プを貼 るな ど してCapstanを 変 形 させ る こ と に よ っ
て,テ ー プ ・ス ピー ドに 周期 的 な ム ラ を生 ぜ しめ 波 形 の ワ ウを 生 む)な どで あ る。
電 子 的 方 法 と して は,た と 孝ば(1)リ ン グ変 調 器 を 使 った 周波 数 の和 と差 の 関係 に よ る 集 合
音,(2)過 剰 増 幅 に よ る歪 曲 され た音 色 変 化,(3)フ ィー ド ・、バ ック,ま た 工 尹一 ・マ シ ン に よ る
多 層 的 な フ ィー ド ・バ ック に よ る エ コーの 形 成,(4)濾 波 器 に よ る音 の 変化 な どで あ る。
さ らにテ ー プ編 集 方 法 に よ る コラ ー ジ ュ的編 集 。 ア タ ッ クの操 作,た とえ ば ア タ ッ.ク の 削
去,消 音 操 作 に よ る音 の変 化 な ど。 ま た音 場Tonortの 配 置 に よ って 多 チ ャ ン ネル再 生 に よ る
音 の 方 向 性 や運 動性 を生 か す こ ともで き る。 電 子 音 楽 に見 られ る多様 な操 作 は器 楽 作 品 に も波
及 し,新 しい音 素材 の 開発 を促 進 して い る こ と も見 逃 が せ な い。 また電 子 音 楽 は生 演 奏(磁 気
テ ー プ に 固定 しな い もの)に も使 わ れ る よ う にな り次第 に一 般 化 しつ つ あ る。 電 子 音 を生 演 奏
の 形 で取 り入 れ た作 品 に は,J.Cageの 《ImaginaryLandscapeNo.1》(1939),K.Stock-
hausenの 《Prozzession》(1967),R.Reynoldsの 《Ping》(1968)な どが知 られ て い る。
4)ジ ャズ 音 楽 との 関 連 ・
ジ ャズ 音 楽 に お け る即興 性(た とえ ばfake,collectiveimprovisation,improvisationsolo,
headarrangementな ど)は,ジ ャズ 音楽 発生 以 来,本 命 的 な もの で あ った。 特 に不 確 定 性 音
素 材 の 開 発 の 点 で は,improvisationsoloの 個 性 的 で強 烈 な演 奏 技 巧 の誇 示 に,そ の芽 生 え を
見 い 出す こ とが で き る。 そ れ は1919年 以 後 の シ カ ゴ様 式 に 見 ら れ る 即 興 性 のswing(the
wetterofarticulation)で あ り,モ ダ ン ・ジ ャズ に至 って の 驚 異 的 な テ ク ニ ック に よ る 超 人 的
芸 の 出 現 で あ る。
モ ダ ン ・ジ ャズ の演 奏 技 法 に は多 くの 不 確 定 性 音 素 材 を 含 ん で い る。unpitchedsounds
(た とえ ばshake,arapidoscillationofpitchな ど)やeccentricsounds(た とえばgrow1,
alowthroatytoneinimitationofearlybluessingersな ど)で あ り,さ ら にrip,afast
sharpglissando,smear,aflattednoteslowlybroughtintuneな ど の音 の変 質 で あ る。 これ
らの 不 確定 性 音 素材 は現 代 の音 楽 に も広 く用 い られて お り,一 概 に ジ ャズ 音 楽 か らの 受 け 売 り
とは 言 え な い。 む しろ互 い に相 乗 的 に進 展 した と考 え るの が 妥 当 で あ ろ う。 た だ 事 実 と して 明
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言 で き る の は,ジ ャズ の 楽 器 と して 使 わ れ て い た 打 楽 器 が 現 代 の 音 楽 に 取 り入 れ られ た 事 実 で
あ る 。 た と え ばvibraphone,hi-hat,sizzlecymbalな ど で あ る 。
5)民 族 音 楽 と の 関 連
現 代 の 音 楽 に 多 彩 な 音 の 色 合 い を 投 影 して い る も の に 非 ヨー ロ ッパ の 民 族 楽 器 ∫ と りわ け 打
楽 器 が あ る。 伝 統 的 ヨ ー ロ ッパ 音 楽 も,か つ て は 民 族 的 な 楽 器 を 取 り入 れ て 来 た 歴 史 を 持 って
い る 。 そ れ は ロ マ ン主 義 音 楽 の 時 代 に 見 られ た が,そ の 用 例 は 控 え 目 で,あ る 物 語 や 情 景 の 描
写 の た め に 用 い ら れ て い た 。 た と え ばR.Straussの 《EineAlpensinfonie》(1915)のcow・
bellの 使 用,C.Sanint-Sa�sの 《LaPrincessejaune》(1872),G.Pucciniの 《Madama
Butterfly》(1904)のgongの 使 用 な ど で あ る 。 ま た 効 果 音 と し て の 用 法 に も既 に 多 く の 前 例
が あ る 。 た と え ば 自然 界 の 音 を 模 倣 し た 楽 器 に はThundermachine,Windmachine,L6we-
ngebr田1な ど が あ り,騒 音 的 効 果 と して の 打 楽 器 に はSiren,Can,Chaneshammer,FBrake
drumな ど が あ る 。 使 用 例 と し て は,R.Straussの 《DonQuixote》(1897),《EineAlpen・
Sinfonie》(1915),F.Grof驍ﾌ 《GrandCanyon》(1931)で のWindmaschineの 使 用,A.
Sch�bergの 《Gurrelieder》(1901)で のKettenrasselの 使 用,R.Straussの 《Eine
Alpensinfonie》 で のthundermachineの 使 用,Joh.Straussの 《AufderJagd》(1875),
G.Pucciniの 《Tosca》(1900)で のPistolenschussの 使 用 な ど で あ る 。 こ れ らの 実 例 は,
あ く ま で 物 語 や 情 景 の 描 写 の た め に の み 使 わ れ て い た の で あ る 。
打 楽 器 が 音 楽 の 重 要 な 構 成 要 素 と し て 広 く用 い られ る よ う に な る に は,具 体 音 楽 や 電 子 音 楽
の 出 現 を 待 た ね ば な ら な か っ た 。 そ の 出 現 は,ま た 強 力 な 援 力 と な っ た 。 し か し 一 方,E.
Var駸とJ.Cageの,こ の 分 野 で の 開 拓 者 と して の 貢 献 を 見 逃 が す こ と が で き な い 。 そ の 先
駆 的 作 品 と し て は,E.Var駸eの 《Hyperprism》(1923初 演),同 じ く 《Ionization》(1931),
J.Cageの 《FirstConstructioninMetal》(1939),同 じ く 《ThirdConstruction》(1941)
が あ る 。'
さ ら に 一 「般的 状 況 と して 考 え られ る の は,強 烈 な リズ ム に 対 す る 関 心 の 高 ま り で あ る 。 た と
え ば1.Stravinskyの 《LeSacreduprintemps》(1913),B61aBart6kの 《Musicfor
Strings,Percussion,andCelesta))(1936),((Sonatafor2PianosandPercussion))(1937)
な ど に う か が わ れ る。 リズ ム の 関 心 は,音 色 へ の 関 心 へ と 広 が っ て い っ た 。
6)伝 統 楽 器 の 特 殊 奏 法 の 開 発
伝 統 的 な ヨー ロ ッパ の 楽 器 に お い て も 奏 法 上 の 革 新 に よ る 新 た な 音 素 材 の 拡 大 の 努 力 は 続 け
ら れ て 来 た 。 顧 れ ばM.Ravelの 《LaValse》(1920)で のFluteのFlaterzunge,R.
Straussの 《DonQuixote》(1897)で のHorn,Trumpet,TromboneのFlaterzunge,1.
Stravinskyの 《Pさtrouchka》(1911)で のmute付 き のTrumpet,A.Bergの 《Violin
Concert》(1935)で のmute付 き のTromboneな ど。 さ ら に 弦 楽 器 のCollegno,sulponti-
cello,Bart6kpizzicato奏 法 な ど,多 くの 前 例 を 見 い 出 す こ と が で き る。 こ れ ら の 作 品 で の 用
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例 は部 分 的 で あ り,あ る音 楽 的雰 囲気 を醸 し出 す た め で あ って,曲 全 体 の重 要,か つ不 可 欠 な
構 成 要 素 で は な い。20世 紀 後半 に な って,こ れ らの不 確 定 性 音 素 材 が 曲 構成 要 素 と して 不 可 欠
な存 在 とな り,か つ て忌 避 され て来 た不 確 定 性 音 素 は楽 音 と同 等 に扱 わ れ,音 楽 的 市 民 権 を獲
得 す るに至 る の で あ る。
特 殊奏 法 に よ って創 られ る不 確 定 性 音 素 材 を 便 宜 上,音 の 性質 か ら3つ の カ テ ゴ リー に分 け
て考 察 す る。 つ ま り,(1)percussivesoundsの 用 法,(2)distortedsoundsの 用 法,(3)extreme
orapProximatesoundsの 用 法 の3種 類 で あ る。
(1)percussivesoundsの 用 法
木管 楽 器 のpercussivesoundsは,E.Var6sの 《Density21:5》(1936)で のFluteの
keyclicksで あ る。 弦 楽 器 のpercussivesoundsは,senzaarcoで のpizzicatoを は じめ と
して,Bart6kPizzicatoや ℃ollegnobattutaな どは早 い時 期 か ら一 般 に用 い られ て い た。
打 楽 器 的 効 果 を 多 く持 って い る もの に ピア ノ 内部 奏 法 が あ る。 内部 奏 法 の 最 初 の 試 み は
HenryCowellの ・・《AeolianHarp》(1923)や 《TheBanshee》(1925)で の ピア ノ の 弦 を か
き鳴 らす もの で あ る。 ピア ノ 内部 の弦 に様 々 な物(た とえ ば ボル トな どの 金 属 質,竹 や木 片 な
ど に よ る鼻 音質,ゴ ムや フ ェル トな ど に よ る音 質 軟 化 な ど)を は め込 ん で ピア ノ音 を変 質 させ
るpreparedpianoの 最 初 の 例 はM.Ravelの 《L'EnfantetIessortileges》(1920-25)で
の ピ アノ 弦 に紙 を ひ い て変 質 させ た ことで あ ろ う。 このpreparedpianoを 徹 底 に 開発 したの
は ・ い う まで もな くJ.Cageで あ る。Cageの 《Bacchanale》(1940)で は打 楽 器 的 な多 彩 な
色 合 いを獲 得 して い る。
(2)Distortedsoundsの 用 法
管 楽器 で のdistortedsoundsの 最 も代 表 的 なも の はFlutter-tonguingで あ り,弦 楽 器 で
はSUIponticelloで あ ろ う。 このdistortedsoundsを 積 極 的 に用 いて 新 しい音 空 間 の 一 頁 を
開 い た の は・ 弦 楽 器 で はKrzysztofPendereckiの 《StringQuartet》(1960)で の 弦 楽 器 の
様 々 な特 殊 奏 法 に よ るdistortedsoundsの 多様 な効 果 で あ る。 ま た木 管 楽 器 で のdistorted
soundsの 典 型 はmultiphonicso�dsで あ る。multiphonicsoundsは,既 にジ ャズ 奏 者(た
とえ ばEricDolphy,JohnColtraneな ど)は 使 って い たが,現 代 の 音 楽分 野 で はLuciano
Berioの 《SequenzaforSoloFlute》(1958) ,BrunoBartolozziの 《Concertazionifor
bassoon,strings,percussion》(1963)な ど は先 駆 的 作 品 と考 え られ る。 金 管 楽 器 で のdistorted
soundsの 一 般 的 な もの は 音 質 を 変 え る た め の 弱 音 器 の 使 用(た と え ば1 .Stravinskyの
《P6trouchka》(1911))とFlatterzungeで あ り,Tromboneのglissandoの 効 果 を挙 げ る こ
とが で き る。
(3)ExtremeorApProximatesoundsの 用 法
apProximateorextremesoundsは 平 均 律 の12音 によ って律 せ られ な い音 の こ とで あ る
。
特 殊 奏 法 は1960年 代 以 降,多 くの作 曲家 に よ って,様 々 な奏 法 が考 案 され 不 確 定 な音 素 材 は増
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大 さ れ た 。 た と え ば 弦 楽 器 で はbowingthebqdyortailpiece,orpegofthecelloに よ る様
々 なhissingsounds,さ 、ら に は 弦 を 弓 で 強 く押 し つ け る奏 法 に よ る キ シ ミの 音 な ど で あ る 。 管
楽 器 で は 、 弦 楽 器 と同 様 に91issandoや 音 の ゆ れ(不 確 定 な 音 高),さ ら に打 楽 器 効 果 を 持 つ
楽 器 本 体 を 擦 る,た た くな ど 多 種 多 様 で あ る 。 こ れ らのextremeorapPro文imatesoundsは,
従 来 の 音 楽 構 成 要 素 の 分 類 で は 律 せ る こ と が で き な い 。
7)Newvocalresourcesの 開 発
New .vocalresourcesの 開 発 の 発 端 は,A・Schoenbergの 《PierrotLunaine》(1912)に
お け るSprechstimmeで あ ろ う 。 こ ご で は 平 均 律 の12音 組 織 が 骨 組 み と し て 厳 然 と維 持 さ れ
て い る 。 不 確 定 性 を もつnewvocalresourcesと して の 革 新 性 は,そ の 後 のGy6rgyLigeti
の 《Aventures》(1962),M.Kagelの ・'《Phonophonie》(1963-64)の 作 品 に見 い 出 せ る 。
今 日 で はshouts,half-whisper,whispersな ど人 間 が 発 す る 音 声 す べ て が 素 材 に な り得 る が,
ま た 身 体 か ら発 せ ら れ る 音,た と え ば 床 を 踏 む 音 》 平 手 打 ち な ど が 使 わ れ る よ う に な っ たOこ
れ らの 不 確 定 性 を も つ 音 素 材 を 音 の 性 質 上,(1)percussiveeffectsと(2)nonpercussiveeffects

















用例考察の意図は,上 記の不確定性音素材が音楽構造の構成要素 として,い かに組成 されで
いるかを考察することにある。本研究はあくまで音素材に重点を置いていることか ら音素材の
みに集中 し,必 要以上にphrase構 成 にまで言及することはない。音素材のelementsと,そ
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の 要 素 の混 合 と して のclang,せ め て 音 のsequenceに 考 察 の 範 囲 を 限定 して い る。 考 察 の対
象 とな った楽 曲 のelements,clangあ る い はsequenceの 抽 出 は,仮 説 的用 法 と して,あ らか
じめ設 定 され た形 態 にふ さわ しい楽 曲 の部 分 を任 意 に選 択 して い る。 従 って類 似 した形 態 は,
他 の音 楽 作 品 に も多 く存在 して い る こ とは言 うま で もな く,あ る種 の形 態 の典 型 と して例 示 し
て い る にす ぎな い 。
考 察 方法 は不 確 定 性 音素 材 のelementsと その 混 合 に よ るclang,あ る いはsequenceに 組
成 され て い る音,な い し音群 の形 態 学 的 な考 察 方 法 を取 って い る。 音 の 形 態 学 的 考 察 は,音 そ
の もの が時 間 的,空 間 的 存在 で あ る こ とか ら運 動 形 態 と呼 ぶ こ とが で き る。 論 考 上,5つ の形
態 を あ らか じめ設 定 した。5つ の 形 態 は,(1)エ ネル ギ ー的 運 動 形態,(2)時 空 の 可 塑 的形 態,(3)
距 離 的空 間 形 態,(4)緊 張 空 間 形 態,(5)流 動 的形 態 で あ る。
(1)エ ネル ギ ー的 運 動 形 態
音 楽 の音 現象 で 最 も一 般 的 に感 知 され るの は音 の エ ネル ギ ー的 運 動 形 態 で あ る。 音 量 的 変





EX.1は 全 くそ の一 例 にす ぎ な い。










こ れ らの 楽 器 に は平 均 律 に よ る確 定 し た 音 律 を 持 つ 楽 器 σ(lavier,Marimbaphon,cymbales
antiques)とapProximatepitchの 楽 器(afrikanischeSchlitztrommeln),そ し て 不 確 定 な
pit・hを 持 つ 楽 器(T・m・ ・m・・Almgl・ck・n・B・ck・n)と の 混 合1鉢 っ て し〕る ・Klavie「 ρ 下 行
と上 行 運 動 に,不 確 定 なpitchの 打 楽 器 を 加 え て色 彩 と力 動 性 とを与 え て い る。EX・1の 終




エネルギー的運動形態として最 も一般的なものは膨張と縮少,増 大と減少,上 昇と下降,加
速 と減速などの運動形態である。EX.2は 減衰形態の一例である。ここでは3Tomtomsがff
からPPPぺ と徐々に音量を減少させると同時に音の出現頻度 も減 じ・最終高音の持続に至っ
て静かに消失する。
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EX.3
K.StockhaussenNr.12Kontakte(Universal)
EX.3はTomtomとKlavierと のTrillerに よ る一 定 運 動 状 態 の持 続 で あ る。 時 間 的 経 過
の 中 に変 化 が起 こ らな い持 続 は停 滞,馳な い し静 止 の運 動 形 態 で ある 。齒,
EX.4
K.StockhausenNr.12Kontakte(Universal)









この 作 品 には数 多 ぐあ特 殊i蓁法 が用 い られ て い る。 これ らの不 確 定 な音 材 は,従 来 の 記 譜 法
で は 不 可 能 なの で,Hespos自 ら新 しい記 譜 法 を考 案 して い る。 以 下,説 明文 付 きの諸 記 号 を





























N・normal.ゴ.＼ ㌦ ・.・ ・ 一 ・一 一 …,・-
halbflageolett(griffingernichtganzniederdr�ken).
凹b・9・n・ ・ ・…k・ufd・�Eken,d・B・inknarrend・ ・g・ ・舫・ch・n・ …h・.



























EX.5で はViolin,Bratsche,Violoncelloと もb音 で あ るが,Violinはtriller音,Bratsche
は微 細 な音 の ラ ンダ ム な動 きのhalbflageolett音,Violoncelloは 駒 の 向 う側 をpizzicatoし た
後,b音 を 弓 で押 しつ け て奏 す る き しん だ弱 音 で あ る。b音 の ユ ニ ゾ ンで は あ るが 非 常 に複 雑
な混 合 音 で あ る。 このb音 の持 続 は徐 々 に音 質 を変 化 させ,音 量 を 増 す。 水平 的 な 音 の 持 続
は,や がて 波 動 し,Violinは 曲線 を描 き出 す。 そ してb音 は,・ま た再 び 元 の 水平 的 持続 音 に復




EX.6の 場合は飛び交 う激しい音の運動形態が時間経過 とともに曲線状に変形 し,次 第にテ
ンポを遅 くして振幅を弱めると言う可塑的形態を形成 している。 この譜例を図解すると図2の
ようになる。
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(3)距 離 的 空 間 形 態
距 離 的 空 間 形 態 の 最 も一 般 的 な 例 は エ コー に よ る音 のパ 藁 ス ペ ック テ ィブ な効 果 であ る。
EX.7
笠二 匸_ニ ゴ 蟯 ・
K.StockhausenNr.12Kontakte(Universal)
EX・7のKlavierの ハ ー モ ニ ッ ク ス 音 が エ コ ー 的 な 効 果 と し て 空 間 の 奥 行 を つ く り,
.空 間
の 広 が り 査 も た ら して い る 。
EX.8し 、 .丁' ..一 一
統 、
HelmutLachenmann:InterieurI(Editionmodern/M�chen)






音 の 歪 曲化 に も距 離 的 空 間 を暗 示 す る もの が あ るdEX・91ま 特 殊 奏 法 に よ って 変 質 した音 と
遠 近 関 係 を つ「く り,・距 離 空 間 を生 み 出 しで い る。・・
EX.10
HelmutLachenmannConsolationll(Breitk°pf&H舐tel,Wiesbaden)
Lachenmannの 《Consolation皿 》 に はNewvocalresourcesが 多 く使 わ れ て い る 。
La¢henmann自 身 力§指 示 し た 特 殊 唱 珠 ρ 説 明 は 下 記 の 通 りで あ る 。
Stimm-AktionenmitSprechton,.verschiedeneTonh�en.
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EX・10で の ソ プ ラノ1～4の パ ー トのschとchシ ラブ ル 音 がLulu… … と発 す る鼾 声
に変 質 して遠 去 か る。 この 変 質 に よ る遠 近 が 漸 次 弱 音 して い くこ とで 一 層,距 離 感 覚 を与 え て
い るQ
(4)緊 張 空 間形 態'
緊 張 空 間形 態 は音 の相 互 関 係,つ ま り音 色 や音 程,あ る い は時 間 間 隔 に よ って生 み 出 され る
あ る種 の 緊張 関係 に音 楽 性 を担 わせ る もの で あ る。
EX.11で は 泓 ρ,mf, .f-ppの 音 量 の対 比 関係,hell音 とdunkel音 の 変 換,様 々 な
stimmloseKonsonantenの 音 色 関係,そ して音 の 出現 す る時 間 間 隔 の長 短 に よ る緊 張 度 に支
え られ た 音 楽 空 間 で あ る。 緊 張 空 間 形 態 に は,ま た音 色 の 粗 密 関 係 に よ って生 ず る も の も あ
る。
EX・12は 音色 の粗 寧 関係 を例 示 して い るρ 初 め のSつ の 異 な った 高 さを持 つBeckenは
tremoloに よ って 音量 を塔 し,強 打 と共 に余 韻 を残 す と 同時 にAlmglockenの 音 に移 る。 続 い
てTempleBlocks,Almglocken,triangleに 移 行 し,音 色群 を拡 大 す る。 こ こに は 音 量 変 化
と共 に 音 色 の 粗密 関係 に よ る緊 張 空 間 が認 め られ る。
(5)流 動 的形 態
一 定 の パ ター ンが増 減 しな が ら反 復 す る と一 種 の 波 動 的 形 態 が 生 ず る
。 この 周 期 的 運 動 は,
時 間経 過 と と も に音色,強 弱,音 の振 幅 等 の変 化 に よ って可 塑 的 に もな る。 こ こで 言 う流 動 的
形態 と は,た とえ ば音 の綾 や縒 を形 作 るよ うな流 動 的,波 動 的 形 態 で あ る。
EX.13で は 厳 密 に音 高 や音 の歴 時 を定 め て い な い が,お よ その 音 高 や 音 の 歴 時 を 曲 線 で 表
示 して い る。 各 楽 器 と も91issandoで 波 線 状 を描 き,各 音 は交 差 し縒 状 を形 作 って い る。 ・
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MilkoKelemen:Streichquartett"VariaIVIelodia"(PetersLitolff,Frankfurt)
EX・14は 各 弦 楽 器 と も一 定 の音 列 を も って反 復 され,徐 々 に加 速 しなが ら上 昇 してfffの
pizzicatoに 到達 す る。 この形 態 は位 相 的 形 態topologicalfeature,orphaseと 見 る方 が 妥 当
と思 わ れ るが,い ず れ も反 復 とい う共 通 性 を持 って い る こ とか ら流 動 的 形 態 に包 含 して い る。
形 態 の分 類 は,あ く まで仮 説 的 形 態 で あ り,ま た厳 格 に峻 別 され な い もの も あ り得 る。 例 示
した 各 々 の形 態 が 相互 に,い くつ か の 形 態 を兼 備 え る と言 う こ と も あ り得 る。 例 示 は不 確 定 性
音 材 の 用 例 と して,ま た音 組 成 形 態 の 典 型 を明 示 した もの で あ る。
最 後 に本 研 究 を進 め る機 会 を与 え て くだ さ っ たDAAD(DeutscherAkademischerAusta-
uschdienst)と 西 ドイ ツ滞 在 中,資 料 提 供 や 研 究 協 力 して い た だ い たInternationalesMusiki-
nstitutDarmstadtに 深 く感 謝 の意 を表 す る者 で あ る。
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